













































































































９月 1０月 1１月 1２月 １月 ２月 3月 合計
習 ７ ７ ５ ４ １ ２ 1１ ４ １ ２ １ 4５ 
修 9２  ２ ２ 1  ４ ４ 1０ １ ０ １ 136 
職 5０ 2９ ２７ 2９ ８ 1８ 1１ 1  4４ 5６ 4８ 3３４ 
路 1３ ３ ２ ４ ２ ４ ２ ２ ２ １ ２ 3７ 
格 ２ １ ３ ９ ５ ２ ２ １ ２ 0 0 2７ 
の他 3  2６ 2９ 2１ 1９ 2７ 1０ 1３ 1７ ２ 1１ 206 
業生 ３ ２ ２ ３ ０ １ １ ３ １ ３ １ 2０ 






















































































































































曜４限 ３７ ６ １８日 ３３ ６ ２５日 ８ ７月 日 ２ 
曜４限 ０ ６ ２６日 １８ ７ ３日 ２３ ７月１ 日 １７ 
曜４限 １２ ６ １３日 １１ ６月 ０日 １  ６月２ 日 １０ 
曜４限 ３ ６ １４日 ３７ ６ ２１日 ５ ７月 日 ２８ 
計（人） １２２ ９９ ９６ ７７ 


















































































































































































































































月１９日 ２月２０日 ２月２１日 ２月２２ 合計人数
申込人数（人） １ １０ ９ ８ ３８人
出席者数（人） ７ ６ ９ ５ ２７人
出席率(％）※ ６４ ６０ １００ ６２ ７１％ 
面接官が学生を見る視点がわかりましたか？ 4.52 
面接試験に臨むときに必要なことがわかりましたか？ 4.52 
実習後の振り返りはいかがでしたか？ 4.73 
全体を通してどうでしたか？ 参考になった
あまり参考にならなかった
どちらとも言えない
１９人
０人
0人
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キャリアデザイン学部キャリアアドバイザーによる就職活動支援
【結果と考察】
アンケート回答者全員が「参考になった」と当
該講座を評価している（表９)。自由記述欄にお
いては、面接官が学生を見る視点について言及し
ている学生が多く、次のように書かれている。
｢面接官の立場を経験することで、客観的に自分
を見つめて比較することができ、参考になった」
｢面接官と同じ位置に座ることで、目線や指先な
ど細かいところが目立つという発見があった」
｢相手の立場になって考えることが大切だと考え
させられた」「緊張したがそれ以上に充実感があ
った。面接官の立場を経験することで、今後に生
かせる部分がたくさん見つかったから」「表情や
態度など全体を見られていることを感じて、意識
を高めたいと思った。貴重な体験だった」「挨拶
のタイミングなど考えていなかったので、重要性
に気がついた」などである。
また、他者の面接を見ることも発見があったよ
うである。「思っていた以上に言いたいことが言
えず難しかった。他の人の面接をみると、見習い
たい点や自分も注意したい点があり、参考になっ
た」「他の人の様子を見て、自分には無い良い点を
たくさん発見し参考になった」等の感想があった。
アンケートでは、実習後の振り返りに対しての
評価が最も高いが、これは参加者の人数分の事例
検討が参加者にとって参考になったからではない
だろうか。「自分が面接されている姿を見られる
のが恥ずかしいと思っていたが、皆真剣に考えな
がら見ていたので勉強になった」との感想や、
｢模擬面接に集まっていた就活生同士で話し合う
ことで、考え方や話し方も変化があった」など、
複数人数で実施する事は有効であると思われる。
｢就活関連の本を読みすぎて、面接そのものに恐
怖を感じていた。しかし、今回参加して自分のこ
とを話すうちに、自分でも楽しくなり、実は面接
は面白いものではないかと考えが変わった」「最
初はこの講座を申し込もうか悩んだが、参加して
本当に良かった。フィードバックしてもらったこ
とを参考に、これからの就職活動を乗り切ってい
きたい」などの面接試験に対する前向きな感想は、
企画側の意図が伝わったものと考えられる。
４．まとめと課題
前項において2007年度に実施したキャリアアド
バイザーによる３件のセミナー・行事について報
告した。どの事例も参加学生によるアンケート結
果では学生の満足度は高い。その結果を受けて、
前述したセミナー・行事がすべて有意義であると
判断して良いのだろうか？少なくとも、学生の
満足度の高さはキャリアアドバイザーの問題意識
に対して処置を講じたことに対する成果であり、
日常の相談において基本的な就職活動について多
くの学生から尋ねられることも無く、相談業務を
補完するという目標は達成したと言えるだろう。
しかし、実際には参加していない学生の方が圧倒
的に多く、他学部ではキャリアアドバイザー制度
は存在しない。ここで再度最初の問いに戻る。キ
ャリアアドバイザーによる就職活動支援は必要な
のだろうか？
そのような問いに対する答えを導く－つの方法
として、2007年度から参加学生の属性もアンケー
トで尋ねている。どのような学生が参加している
のかを知るためである。その結果、「就職活動準
備のためのワークショップ」と「４年生の就活体
験を聞く会」には、「指定校推薦」「自己推薦入試」
で入学した学生の参加割合が多いことが分った。
一般入試を経ずに入学した学生が当該行事に多く
参加しているということは、そのような学生に対
する支援が必要であり、それがキャリアアドバイ
ザーの役割の一つではないか、と今のところ解釈
している。
本学部では、自ら考え、それを表現する力、他
者と積極的にかかわり、コミュニケーションし、
協同していく力を養うことを目的としている。キ
ャリアアドバイザーは教員と職員の中間に位置し
ながら、どのような支援を提供することが学部学
生のキャリア形成に貢献できるのかを常に考えて
いる。キャリアアドバイザー制度発足当時より、
試行錯誤で支援活動を行ってきたが、現在もその
２５５ 
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問題意識は変わらない。支援という名の下に行う、
過度な関わりは学生の主体`性を奪い、マイナスに
作用することも十分考えられるからである。その
ような状況下で、アドバイザーとして必要な視点
は、日常の学生との関わりや相談業務において、
｢キャリアアドバイザーが必要とぎれていること
は何か」を常に意識し、学生を観察し考えながら
動くことではないだろうか。なぜなら、今年度も
2007年度と同様の就職活動支援を実施している
が、結果は必ずしも同じとは限らないからだ。こ
の原因は、学生の気質や世代'性か、運営側の方法
などに問題があるのかは定かではない。しかし、
キャリアアドバイザーが日々向き合う学生の状況
をいかに把握するのか、学生の相談業務からどん
な,情報を収集するのか、学生とどのように接点を
持ち関係を築くかということが今後も課題である
と思われる。
る。
（４）キャリアアドバイザー制度や業務については、
島影ら（2007）ｉ<報告〉法政大学キャリアデザイン学
部におけるキャリアアドバイザーの取り組みと活動に
ついてｊに詳しい。
（５）履修相談会およびビア・アドバイザー活動につ
いては、太田（2008）『<報告〉法政大学キャリアデザ
イン学部における新入生履修相談会とビア・アドバイ
ザー活動について」に詳しい。
（６）玄田（2001）は、「暖味な不安」を作っているの
は今の社会構造側であることを著書で分析している。
（７）在籍する３年生は約300名である。
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(1)身分は３年契約の嘱託職員。週４日２種類の時
間帯でシフトを組み勤務している。
（２）キャリアデザイン学部発足時におけるキャリア
アドバイザーの取り組み、およびコンセプトについて
は、小玉（2004）『<報告〉法政大学キャリアデザイン
学部における低学年からのキャリア形成支援の現状と
課題」生涯学習とキャリアデザイン2004年度法政大
学キャリアデザイン学会紀要VOL2p91～plO2
（３）上西（2007）は、「学生のキャリア形成を支援す
るために大学が（意識的に）行なう教育活動および各
種の支援活動」をキャリア支援と捉えている。これに
は、「学部教育をはじめとする教育活動だけでなく、
キャリアに関わる意思決定を学生が行なうための相談
援助・`情報提供や、学生の自発的な活動や相互の学び
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